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消防本部や消防署と
同様の消防機関です。
市町村の消防機関で、「自分たちの町は自分たちで守る」
という熱い気持ちで、普段は様々な職業についている
住民が、非常勤特別職の地方公務員として災害時などに
対応します。

消防署に勤める消防士が専門の職業で
あるのに対して、消防団員は通常各自の
仕事に就きながら災害時に駆けつけ、
消防・救助活動を行います。

1.

消防署とどう違うの？

消防団って何ですか？

2.

愛川町在住・在勤している 18 歳以上の健康な方であれば
どなたでも入団できます。

消防団に入るには？5.

全国で約 2 万人の女性消防団員が各家庭への
防火訪問や児童・幼児への防火教育、広報活動等、
多岐にわたり活躍しています。
また、学生の団員も年々増え、
若い力を生かし、活発に活動しています。

女性や学生でも
入団できますか？3.

休みの日や仕事の終わった後などに集まって
訓練などを行っています。
訓練や活動の回数は各消防団によって様々ですが、
会社員・主婦・学生の方でも
無理なく参加できる範囲で行われています。

訓練はいつ行っているの？4.

第２分団
第２部　団員
薄　直宏さん
28 歳　公務員

消防署 消防団

実はマークも…

ボクも
活動してます
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町の安全を守るためには、消防署員のみ
ならず消防団員の力が欠かせません

町民の生命、身体、財産を火災などの災害から守る機関として消防が
あります。消防には大きく分けて二つの組織があります。常備の消防
組織 （消防本部・署） そして非常備の消防組織 （消防団） です。

愛川町消防団の紹介

あなたも消防団員の一員となり、
「自分たちの地域を自分たちで守る」活動をしませんか。

愛川町消防本部　消防課　庶務班
〒243-0301 神奈川県愛甲郡愛川町角田 286-1
☎.046-285-3131　Fax.046-285-4091

お問い
合わせ

愛川町消防団 検索

消防団員募集中

消防団長　消防副団長
第 1分団（半原・田代地区を管轄）
第 2分団（高峰地区を管轄）
第 3分団（中津地区を管轄）

一緒に活動しませんか？

消防団には報酬（例　団員：年額64,000円）や、訓練または災害活
動に出動した際の出動手当が支給されます。
また、次のような待遇もあります。

消防団の待遇

【公務災害補償】

【被 服 の 貸 与】

【退 職 報 償 金】

【表 彰 制 度】

消防団活動中にケガなどをした場合、療養の費用
や休業を補償する制度があります。

消防団活動に必要な被服が貸与されます。

一定期間以上勤務して退団した際には、退職報償
金が支給されます。

消防団活動に精励し、功労、功績があった場合に
は、表彰されます。

【愛川町消防団の組織】

町では、平成20年10月に『愛川町消防団協力
事業所表示制度実施要綱』を制定し、消防団と
事業所との連携・協力体制により地域の消防・
防災体制の充実強化を目指しています。
この制度は、消防団員が2名以上在職してい
るなど、従業員が消防団に入団しやすく、また、
消防団員となった従業員が消防団活動がしや
すい環境づくりなどをしている事業所に対し
て、消防団への協力の実績が社会貢献に著し
い事業所として町民等に広くお知らせするために表示証を交付する
ものです。
事業所は、表示証を見えやすい場所に掲示していただくほか、事業
所のパンフレットやホームページに掲載いただくことも可能であり、
社会貢献が広く認められ、信頼性の向上、また、地域消防防災体制
の充実強化が図られます。

愛川町消防団協力事業所

「消防団協力事業所表示制度」
　表示マーク

愛川町
地域の防災ボランティア

消防団員
募集中！！

入団
しませんか？

あなたも、

～わが町の消防団知ってる？～

愛川町消防団・消防本部



自分たちの町は自分たちで守りたい。
そんな地元愛あふれる仲間たちです。

私たち現役バリバリの消防団員で
す。

へぇ～
そうなんだ

８年前、36歳の時に先輩に誘われて入団したんですが、
私は入った時から最年長でした。しかし入団したおかげ
でいろいろな人と知り合いになれました。消防団といえ
ば、かつては地元の長男がやるというイメージでしたが、
今はそんなことはありません。僕は近所の若い人を誘っ
て8人入れました。子どもたちにも大きくなったら消防
団に入るようにと、語っているんですが、消防団の良さっ
て言葉では伝えられませんね。皆さんお試しでもいいか
ら入ってみたらどうでしょう。皆に経験
してもらいたいです。私の会社では、
社員の半分が消防団員です。

6年前、32歳の時に愛川町に引っ越してきて、すぐ町内
会の班長になり、お祭りや防災訓練などで活動している
姿が、消防団の部長の目にとまったんでしょう、34歳
の時に誘われたのがきっかけで入団。子どもたちは「パ
パが消防団員になった」って大喜びでした。火事で現場
に駆けつけなければならない時も職場の上司が「行って
いいよ」と気持ちよく出してくれるのは、非常にありが
たいですね。だから普段の仕事は人一倍頑張るように心
がけています。消防団で活動できるのも、仲間や家族、
仕事でも皆に支えられているから。そんな皆に恩返しを
という気持ちでいつもいます。

高校の陸上部の先輩に誘われて入団したんですが、その
先輩は僕が入団したらやめて、消防署に就職しました。「神
奈川県操法大会」という消防の技術を競う大会に選手とし
て出ました。4人のチームですばやさや動きを競って点
数をつける。楽しかったですね、積極的になりました。
普段は会社勤めで内勤で経理の仕事をしているんですが、
消防団の活動は外で身体を動かすので真逆。消防団以外
に地元で活動はしていないので、大事にしています。僕
は職場が伊勢原で、自宅は愛川町なんです。昼間火事が
あったら、地元にいる消防団に助けてもらわなくてはな
らない。だから、お互い様なんだという気持ちでいます。

入団のきっかけ

入団して22年になります。小学校の先輩や周囲の人か
ら誘われたのがきっかけで、当然のように入りました。
実は僕、入団前はネクラで、人付き合いが大の苦手。そ
れが今では社交的に変身し性格もガラッと変わりまし
た。消防団のおかげです。人付き合いのノウハウや礼儀
なども、厳しく教えてもらいました。相手を思いやる気
持ちも育ちます。若い人たちには是非「消防団に入れ」と
伝えたいですね。訓練や消防活動など大変ですが、つら
いだけの仕事ではありません。何てったって、人として
成長させてもらえますよ。僕がそうだったんだから！

入団のきっかけ

教えてください。入団のきっかけ
。

入団のきっかけ

入団のきっかけ

消防団に
入団したおかげで、
性格が積極的に
なりました。
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支えてくれる
皆に恩返しがしたい。
そんな気持ちで
頑張っています。

入
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火災が発生したとき、自宅
や職場から現場へ駆けつけ、
消防署と協力して消火活動
を行います。

消火活動
地域の住民や登山者が行方
不明になったときは、捜索
活動を行います。

捜索活動
台風・大雨・地震などの自
然災害のときは、危険箇所
の警戒、住民の避難誘導な
どを行います。また、災害
が発生したら、救助活動、
家屋・道路の応急復旧作業
などを行います。　　　　
　　　　　　　

自然災害時の活動
火災の発生しやすい季節や、
年末年始には、火災予防の
ためのパトロールを行いま
す。また地域イベントなど
の警備を行います。

災害の予防運動
活動には、専門的な知識と
技術が必要です。放水訓練
や応急救護、避難誘導など
の訓練や研修を行います。

訓練・研修

愛川町消防団
主な活動

皆さんのために
頑張って
いるんだね

あいちゃん
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本部副団長
髙橋篤史さん
自営業　45歳

第1分団　第3部　部長
吉田信和さん
会社員　45歳

第3分団　第1部　団員
間島悠介さん
会社員　30歳

第2分団　第4部　団員
大山伸二さん
会社員　38歳

愛川町
消防団の歴史
　本町消防団は、昭和31年９月に町村合併により、中津村消防
団と合併し、15分団の「愛川町消防団」となりました。この当時は、
消防ポンプ自動車３台、三輪ポンプ自動車２台、手引き動力
ポンプ７台、可搬動力ポンプ９台を装備し、団長以下575名で
構成されていました。
　昭和52年４月、組織編成により、現在の組織である１団、
３個分団、15個部の消防団組織となりました。
　これまでに、愛川町消防団は、昭和34年に日本消防協会から
表彰旗、昭和37年に消防庁長官から表彰旗を授与され、平成23年
２月23日に消防団として最高の栄誉であります、日本消防協会

特別表彰「まとい」を受章しました。
　これは、愛川町消防団の長い歴史と輝かしい伝統の中、幾多の災
害から住民の生命と財産を守るため、日夜努力を重ねてこられまし
た先輩諸兄の功績の賜物です。
　さらに平成26年３月には、消防庁
長官から「愛川町消防本部」と「愛川町
消防団」連名で「竿頭綬」を受章してお
ります。これは長年、常備消防と非常
備消防が連携して地域の安全安心に継
続的に取り組んできた活動が高く評価
されたものです。

半原・消防出初め式（S45頃）
日本消防協会特別表彰

「まとい」腕用ポンプ


